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第 3次日野市学校教育基本構想を推進する 

学校図書館（読書センター・情報活用推進センター）構想（七生緑小モデル） 

 

 

 

 

＜『みどりルーム(第 2 図書室)』は、『読書センター・情報活用推進センター』です＞ 

１ 読書（読み聞かせ）の機会が増えることを目指します  「本が好きになる」 

（１）知的好奇心を自ら育む（多様な書物との出会い） 

（２）相手を思いやる気持ちに触れる（こころを豊かに） 

２ 一人 1 台端末の活用と本をあわせた学びの場を提供します  「情報活用能力」 

（１）情報機器も本も活用する（言語能力、基礎学力、検証能力等を育成）、 

（２）他者とも関わりながら理解する、調べる、検証する、話し合う、まとめる 

（３）（情報機器を使って、紙資料を使って）発信をする 

３ 公共図書館の機能に近づけた図書館を目指します 「生涯にわたって学びつづけるための図書館活用」 

（１）現代の図書館機能を使いこなすきっかけを学ぶ 

（２）日野市立図書館との連携を強化して学校外の図書も活用する 

読み聞かせ・読書ルームとして 

プレゼンルームとして 

旧第 2図書室活用実践 

（タブレット端末と図書の活用） 
隣の図書室との連動した活用を展開 

必要な資料 

印刷 

タブレットと図書、資料を使ってまとめる 


